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０
九
月
二
十
日

（本
会
議
）

議
案

上
程
、
説
明
、質
疑
、
委
員
会
付
託

〇
九
月
二
十
二
日

（本
会
議
）

一
般
質
問

ｏ
九
月
二
十
四
日

（委
員
会
）

総
務
、
建
設
、
産
業
経
済
の
各
常

任
委
員
会

ｏ
九
月
二
十
八
日

（委
員
会
）

教
育
民
生
常
仁
委
員
会

〇
九
月
二
十
九
日

（本
会
議
、
委
員

会
）
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
深

決
、
追
加
議
案
上
程
、
説
明
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

総
務
常
任
委
員
会

ｏ
十
二
月
十
三
日

（本
会
議
）

議
案
上
程

（決
算
含
む
）
説
明
、

質
疑
、
委
員
会
付
託

（決
算
は
決

算
特
別
委
員
会
へ
他
は
各
常
任
委

員
会
に
）

ｏ
十
二
月
十
六
日

（本
会
議
）

一
般
質
問

ｏ
十
二
月
十
七
日

（委
員
会
）

総
務
、
建
設
、
産
業
経
済
、
教
育

民
生
の
各
常
任
委
員
会

ｏ
十
二
月
二
十
二
日

（委
員
会
、
本

会
議
）
　
総
務
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
、
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
、
追
加
議
案
上
程
、

説
明
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

昭

和

五

十

七

年

第

七

回

小

浜

市

議

会

臨

時

会

は

十

一
月

二

十

六

日

招

集

さ

れ

、

会

期

を

一
日

間

と

決

定

、

去

る

八

月

一
日

の
台

風

十

号

に

よ

る

被

害

佃

所

を

一
日

も

早

く

復

旧
す

る

た

め

の
費

用

を

主

な

も

の

と

す

る

昭

和

五

十

七

年

度

小

浜

市

一
般

会

計

補

正

予

算

二
億

九

九

四

万

三

千

円

を

原

案

ど

お

り

可

決

し

閉

全

い
た

し

ま

し

た

。

十
二
月
定
例
会

昭
和
五
十
七
年
第
八
回
小
浜
市
議

会
定
例
合
は
十
二
月
十
三
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
の
会
期
十
日
間
を
も
っ

て
開
全
さ
れ
、
ま
す
、
昭
和
二
十
六

年
度
小
浜
市

一
般
合
計
歳
入
歳
出
決

算
外
七
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
委

員
入
伝
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
市
長
よ
り
提
案
の
、
昭
和

二
十
七
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正

予
算
外
二
特
別
、　
一
企
業
会
計
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
、
廃
止
、
そ
の
他

字
の
区
域
の
設
定
な
ど
八
作
を
原
案

ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

人
事
実
件
で
は
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
、

加
斗
財
産
区
管
理
全
財
産
区
管
理
委

員
の
選
任
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
を
い
た

し
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
、

枠
拡
大
阻
上
に
関
す
る
意
見
書
を
提

案
、
可
決
し
関
係
機
関
に
対
し
、
意

見
書
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
人
事

院
勧
告
に
関
す
る
要
望
決
議
を
行
な

い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
方
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
、

陳
倍
で
こ
の
定
例
会
に
お
い
て
採
択

と
な
っ
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「た
ば
こ
販
売
店
の
指
定
制
度
、
定

価
制
度
等
の
存
続
に
関
す
る
請
願
」

「
日
雇
健
康
保
険
制
度
の
存
統
と
改

善
に
つ
い
て
の
摘
願
」

「市
道
深
谷

線
及
び
林
道
の
市
道
編
入
と
拡
幅
改

良
に
つ
い
て
」

「若
狭
経
製
産
業
協

同
組
合
へ
の
助
成
に
つ
い
て
」
の
結

願
二
作
、
際
情
二
件
で
す
。

九
月
定
例
会

昭

和

二

十

七

年

第

六

回

小

浜

市

議

会

定

例

会

は

九

月

二

十

日

か

ら

二
十

九

日
ま

で

の
全

期

十

日

間

を

も

っ
て

開

会

さ

れ

、

昭

和

五

十

七

年

度

小

浜

市

一
般

会

計

補

正

予

算

外

二
特

別

全

計

予

算

、

小

浜

市

農

産

物

加

工
施

設

設

置

条

例

の
制

定

な

ど

条

例

の
制

定

、

改
正
、
廃
止
四
作
、
そ
の
他
字
の
区

域
の
変
更
な
ど
十
二
作
を
原
案
ど
お

り
可
決
、
若
狭
の
議
主
酒
井
公
の
前

任
地
で
雲
浜
獅
子
の
里
で
あ
る
川
越

市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て
同

意
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
定
例
会
か
ら
継
続
容

査
と
な
っ
て
い
た
若
狭
湾
へ
の
原
発

増
設
反
対
に
関
す
る
意
見
昔
案
に
つ

い
て
は
否
決
い
た
し
ま
し
た
。

十

一
月
臨
時
会

３
●１２
月
定
例
会
軒刊
　
出
い　
窒群
一霙
〓

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

字

の
区
域
の
設
定

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

受
書
弔
慰
金
の
支
結
及
び
費
善
援
護
資
金

の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

小
浜
市
高
令
者
医
療
長
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
廃
止

昭
和
五
十
七
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

艶
却
類
常
旋
筆
紙
御
醸
調
劉
斗
財
産
区
運

昭
和
五
十
七
年
度
小
浜
市
農
業
共
済
事
業

特
別
会
計
稲
正
予
算

昭
和
五
十
七
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正

予
算

昭
和
五
十
七
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正

予
算

工
事
摘
負
変
更
契
約

Ｉ
事
議
員
変
更
契
細

姉
妹
都
市
提
携
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

字

の
区
域
の
変
更

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

小
浜
市
営
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
条

例
の

一
部
改
正

小
浜
市
農
産
物
加
工
施
設
設
置
条
例
の
制

定 公
有
林
野
官
行
澄
林
条
例
の
廃
止

小
浜
市
退
隠
料
等
柔
例
等
の

一
部
改
正

昭
和
五
十
七
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

算加
単

昭
和
五
十
七
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正

予
算

議

　

　

案

　

　

名

加
斗
財
産
区
管
理
会
財
座
区
管
理
委
員
と
し
て
本
橋
日
出
六
氏
、

地
村
正
夫
氏
、
本
臨
政
義
氏
、
森
下
義
雑
氏
、
主
井
正
博
氏
、
‐‐．

の
選
任

藤
野
良

一
氏
の
任
命

下
野
岩
太
郎
氏
の
選
任

小
浜
漁
港
修
築
事
業
に
係
る
漁
港
施
設
用
地
及
び
漁
港
関
連
施
設
用
地
の
字
区

域
の
設
定

小
浜
漁
港
修
築
事
業
に
係
る
漁
港
施
設
用
地
及
び
関
連
施
殴
用
地

一
七
万
三
八

五
二

・
三
四
平
方
メ
ー
ト
ル
を
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
と
し
て
健
翻

法
律
の
改
正
に
伴

い
自
然
現
象
に
よ
り
生
じ
た
災
書
で
住
民
ガ
災
書
を
受
け
負

傷
又
は
疾
病
と
な
り
そ
の
病
気
及
び
負
傷
が
回
優
し
た
時
、
法
律
で
規
定
す
る

障
害
を
有
し
た
場
合
見
舞
金
を
支
縞
す
る
た
め
の
条
例
改
正

卿
卸
伍
肘
狐
家
妊
朋
健．鋸
艦
勲
輸
姉
釜
帥
瞬
悌
款
昧
離
蟻
に
基
づ
き
七
十
五
オ

湯
岡
第
二
水
瀬
よ
り
の
送
配
水
捜
僑
、
管
理
棟
等
の
実
鹿
設
計
を
委
駈
す
る
た

め
の
費
用

一
三
〇
〇
万
円
の
追
加
補
正

財
産
区
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
記
念
品
の
違
加
、
研
修
旅
費
の
減
額
、

差
し
引
き

一
万

一
千
円
の
追
加
補
正

共
済
掛
金
料
率
の
改
定
ほ
伴
う
こ
九
四
万
六
千
円
の
減
額
補
正

統

一
地
方
選
の
費
用
、
乳
児
保
育
田
措
置
委
託
料
、
補
助
金
、
負
担
金
等
を
主

な
も
の
と
す
る
四
五
九
二
万
三
千
円
の
追
加
補
正

八
月

一
日
台
風
十
号
に
よ
り
被
書
を
受
け
た
農
地
震
業
用
施
設
、
林
業
施
設
、

公
共
土
木
施
設
投
書
優
旧
費
を
主
な
も
の
と
す
る

一
億
二
九
〇

二
万
円
の
補
正

小
浜
第
二
中
学
校
模
書
第
二
期
改
築
工
事

の
杭
打
う
工
事
変
更
に
よ
る
工
事
話

負
変
更
契
約

小
浜
中
学
模
第
二
体
育
館
新
築
工
事
の
れ
打
ち
及
び
排
水
路
の
変
更
に
伴
う
エ

事
諸
員
変
更
契
約

旧
小
浜
藩
主
酒
井
感
勝
公
の
前
任
地
で
雲
浜
獅
子
の
里
で
あ
る
川
越
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携

腕
続
鴻
範
憾
窪
偲
紅
翠
崎
将
輌
翻
一勉強
調
姉
群
瀬
準
随
拗
脇
静
銃
配
姓
師
雛
紅

す
る
た
め
の
区
規
変
更

旧
船
溜
り
を
小
浜
漁
港
臨
港
練
道
路
建
設
に
伴
う
移
転
用
地
及
び
産
車
場
用
地

と
し
て
埋
め
立
て
た

一
万
五
九
九

一
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
確
認

市
営
庭
球
場
の
夜
間
照
明
設
備
が
完
備
し
た
こ
と
に
よ
り
霞
間
専
用
使
用
料
及

び
消
費
電
力
料
金
を
実
費
儀
収
す
る
た
め
の

一
部
改
正

み
そ
作
り
施
設
を
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
校
に
移
転
す
る
た
め
転
作
促
注
対
策
特

別
事
業
に
よ
り
建
設
ガ
進
め
ら
れ
て
い
た
農
産
物
加
工
処
理
施
設
が
完
成
し
た

た
め
の
条
例
制
定

加
斗
財
産
区
有
林
、
七
奪
の
自
行
造
林
地
の
契
約
が
満
了
と
な
り
、
こ
の
事
業

に
係
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
も
完
了
し
た
た
め
の
廃
止

愚
結
計
算
の
基
礎
と
な
る
年
額
の
仮
定
俸
箱
の

一
部
引
き
上
げ
、
公
務
員
扶
助

料
の
最
低
保
障
額
の
増
額
の
た
め
鳳
結
法
等
ガ

一
部
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う

改
正

太
良
庄
簡
易
水
道
配
水
管
移
設
工
事
及
び
各
間
易
水
道
の
修
繕
等

一
八
四
万
五

千
円
の
追
加
補
正

株
伐
、
横
打
ち
事
業
委
託
金
四
万
三
千
円
の
追
加
補
正

肱純帥願飾視妨罰鶴酌義釧挙轟
構覗映準誤ダ新歓蜘禄
取畔市レ例膨

加
補
正

内

容
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交
通
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線

新
幹
線
整
備
五
線
の
う
ち
優
先
着

■
が
決
定
し
て
い
た
北
確
新
幹
線
は

昨
年
十
月
末
環
境
影
報
評
価
の
た
め

の
ル
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
ル
ー
ト
発
表

は
高
崎
～
南
越
間
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
で
は
新
幹
線
本
来
の
目
的

が
達
成
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

古
く
よ
り
、
関
西
経
済
圏
と
の
結
び

つ
き
が
強
い
当
地
域
に
と
っ
て
は
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
議
会

と
し
て
も
未
発
表
で
あ
る
南
越
～
大

阪
間
の
ル
ー
ト
発
表
と
大
阪
か
ら
の

同
時
者
工
の
た
め
、
福
井
県
は
も
と

よ
り
京
都
府
、
大
阪
府
へ
の
勧
き
か

け
特
に
同
じ
条
件
下
に

置
か
れ
た
亀
岡
市
議
会

と
の
連
携
強
化
な
ど
に

全
力
を
傾
注
し
て
お
り

ま
す
。

幸
い
福
井
県
、
県
内

財
界
に
お
い
て
も
産
業
、

経
済
、
文
化
の
均
術
あ

る
発
展
と
関
西
経
済
圏

と
の
交
流
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
さ
ら

に
は
京
都
府
、
大
阪
府
で
も
全
線
同

時
着
工
を
最
重
点
事
項
と
し
て
お
り
、

も
し
部
分
者
工
な
ら
む
し
ろ
、
大
阪

～
富
山
間
の
優
先
者
工
を
の
ぞ
む
と

の
発
言
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

）
　

以
上
の
よ
う
に
福
井
県
、
大
阪
府

京
都
府
と
も
に
南
越
～
大
阪
個
の
環

境
影
響
評
価
の
早
急
な
実
施
発
表
と

大
阪
か
ら
の
同
時
者
工
を
強
く
要
望

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
大
き
な
組
織
に

よ
る
強
力
な
運
動
に
結
び
付
け
る
努

力
を
今
後
と
も
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
幹
線
と
並
行
し
て
京
眠

神
地
域
へ
の
通
勤
、
通
学
を
も
可
能

と
す
る
小
浜
線
の
電
化
、
胡
西
線
の

小
浜
線
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
も
関
係

機
関
へ
の
陳
情
な
ど
強
力
な
運
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

志
違
自
動
車
道

本
市
の
道
路
網
は
、
国
道
二
七
号

線
、
国
道

一
六
二
号
線
、
国
道
三
〇

三
号
線
、
国
道
三
六
七
号
線
の
基
幹

道
路
と
主
要
地
方
道
、
県
道
、
市
道

が
ほ
ほ
地
域
内
を
カ
パ
ー
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
の
交
通
需
要
に
対
応
し

た
広
域
的
道
路
体
系
が
未
整
備
で
あ

る
こ
と
か
ら
現
在
、
高
速
自
動
車
道

と
し
て
日
本
海
縦
断
自
動
車
道

（若

狭

・
丹
後
）、京
都
、
小
浜
自
動
車
道

建
設
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

日
本
海
縦
断
自
動
車
道
は
近
畿
四

府
県
が
同
盟
全
を
組
織
し
米
子
、
教

賀
間
早
期
建
設
が
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
中
で
本
市
と
し
て

は
北
陸
自
動
車
道
敦
賀
イ
ン
タ
ー
と

昭
和
六
十
二
年
完
成
が
予
定
さ
れ
て

い
る
近
幾
自
動
車
道
舞
鶴
線
西
舞
鶴

イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
高
速
道
路
の
早
期

建
設
の
た
め
、
嶺
南
各
市
町
村
並
び

に
舞
犠
市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
運
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
京
都
、
小
浜
自
動
車
道
に

つ
い
て
も
京
都
府
、
滋
賀
県
を
含
め

た
同
盟
会
を
組
織
、
こ
の
中
で
促
進

運
動
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
将

来
の
夢
と
し
て
若
狭
、
京
都
で
と
ど

ま
ら
ず
奈
良
、
紀
州
ま
で
延
長
、
日

本
海
と
太
平
洋
を
結
ぷ
南
北
軸
の
構

想
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
高
速
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
現
在
、
七
六
〇
〇
キ
ロ
の
路
線
が

法
制
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
七
六
〇

〇
キ
ロ
が
改
正
さ
れ
る
際
に
、
こ
の

中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
広
域
的

な
組
織
の
運
動
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

漁
港

・
港
湾

小
浜
漁
港
外
港
整
備

漁
業
の
近
代
化
、
漁
船
の
大
型
化
、

多
様
化
す
る
流
通
機
構
に
対
応
す
る

た
め
、
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
小
浜
外

港
は
昭
和
五
十
七
年
度
ま
で
に
七
二

億
が
投
じ
ら
れ
道
路
の
一
部
を
除
き

当
初
計
画
ど
お
り
完
成
、
本
年
秋
の

一
部
開
港
を
目
ざ
し
漁
業
セ
ン
タ
ー
、

地
方
卸
売
市
場
等
の
陸
上
施
設
建
設

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

上

・
下
水
道

上
水
道

給
本
人
日
の
伸
び
並
び
に
生
活
水

準
の
向
上
、
核
家
族
化
の
影
響
も
あ

っ
て
本
の
使
用
量
は
増
加
―
―

を
示
し
て

お
り
、
現

在
の
施
設

能
力

一
方

ト
ン
に
対

し
夏
期
の

ピ
ー
ク
時

に
お
け
る
最
大
給
水
量
は
九
千
四
百

ト
ン
と
ほ
ぼ
限
界
に
近
く
な
っ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
国
道
ユ
七
号
線
沿
い

に
東
部
方
向
に
向
か
っ
て
の
市
街
化

傾
向
な
ど
で
設
施
能
力
の
大
幅
な
増

強
が
追
ら
れ
、
今
回
湯
阿
水
源
に
五

千
ト
ン
の
配
本
池
を
設
置
、
将
来
の

本
需
月
に
応
す
べ
く
第
二
期
拡
張
エ

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

下
水
道

下
水
道
は
、
環
境
衝
生
の
向
上
、

河
川
等
の
本
質
汚
濁
の
防
止
、
都
市

環
境
の
美
化
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
現
在
、
処
理
面
積
五
二

五
ヘ
タ
タ
ー
ル
を
基
本
と
し
た
終
末

処
理
場
の
位
置
決
定
、
配
管
計
画
な

ど
の
全
体
計
国
決
定
と
あ
わ
せ
て
十

力
年
程
度
で
完
成
が
見
込
め
る
旧
市

街
地
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
認

可
を
昭
和
五
十
八
年
度
中
に
取
る
た

め
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

生
産
基
盤
の
整
備

現
在
の
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
き

わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
兼
業
化
の
進
行
と
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
、
農
業
生
産
の
組

い
手
の
不
足
、
出
力
の
減
退
、
農
用

地
の
低
い
利
用
率
及
び
低
調
な
流
動

化
な
ど
農
業
の
体
質
を
見
直
す
と
と

も
に
米
需
給
の
均
術
化
を
は
か
る
■
か

ら
水
日
に
畑
作
物
を
導
入
し
た
復
合

経
営
へ
の
脱
度
が
必
要
と
な
り
、
農

地
区
回
の
大
型
化
と
さ
ら
に
農
道
、用

排
水
路
の
整
備
を
行
な
い
農
地
の
乾

日
化
を
は
か
り
大
型
機
械
化
営
農
を
促

進
し
田
畑
輪
換
を
組
み
入
れ
た
農
業

経
営
の
推
進
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

農
業
構
造
の
改
善

農
業
は
、
農
業
経
営
の
発
展
を

期
す
少
数
の
農
家
、
兼
業
傾
斜
し

て
い
く
多
数
の
農
家
、
加
え
て
非
農

家
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
背
景
と
し
て
第

一
次
、
第
二

次
農
業
構
造
改
善
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
農
業
経
営

規
模
の
拡
大
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

将
来
の
需
要
動
向
に
対
応
す
る
農
地

の
高
度
利
用
、
野
菜
・
果
樹
等
の
生

産
団
地
の
形
成
、
音
産
経
営
の
育
成

生
産
施
設
の
近
代
化
、
流
通
機
構
の

改
善
、
特
産
物
の
生
産
研
究
等
が
大

き
な
課
題
で
す
。

林
業
の
振
興

造

　
　
林

本
市
の
林
野
面
積
は
一
方
九

一
九

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
市
域
全
面
積
の
八

二
。
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
森
林
総
合
整
備
事
業
に
よ

っ
て
組
織
的
、
集
回
的
、
計
画
的
に

造
林
を
推
進
し
分
収
造
林
と
一
般
造

林
合
わ
せ
て
年
間
一
三
〇
ヘ
タ
タ
ー

ル
前
後
の
新
植
を
行
な
い
来
た
る
べ

き
国
産
材
時
代
に
対
応
す
る
と
と
も
に

祭
林
の
環
境
整
備
に
よ
る
混
交
林
造

林
に
よ
り
森
林
浴
の
普
及
を
目
ざ
し

て
い
ま
す
。

林
崖
物
の
生
産

優
良
本
材
生
産
に
つ
い
て
は
、
間

伐
促
進
総
合
対
策
事
業
に
よ
り
保
育

の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
優
良
木
材

生
産
と
適
地
適
作
を
基
本
と
し
て
商

品
価
値
の
高
い
シ
イ
タ
ケ
、
オ
ウ
レ

ン
を
奨
励
、
森
林
組
合
を
中
心
に
流

通
経
降
の
拡
大
充
実
を
目
ざ
し
て
お

り
ま
す
。
漁
業
の
振
興

流
通
機
構
の
整
備

船
舶
の
大
型
化
、
装
備
の
高
度
化

等
、
漁
業
形
体
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
で
こ
れ
ら
の
対
応
策
と
し
て

流
通
機
構
の
整
備
が
急
務
と
な
り
小

浜
漁
港
整
備
に
あ
わ
せ
、
そ
の
背
後

地
に
漁
業
セ
ン
タ
ー

（本
産
物
荷
さ

ば
き
施
設
等
）
を
建
設
す
る
と
と
も

に
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式

（小
浜
市
と

民
間
と
の
会
社
）
に
よ
る
小
浜
地
方

卸
売
市
場
を
設
置
、
総
体
的
市
場
再

編
成
と
取
り
組
み
中
で
す
。

こ
の
市
場
が
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
魚

類
ば
か
り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
食
品

が
一
カ
所
に
集
中
さ
れ
流
通
の
拠
点

と
し
て
安
定
し
た
生
鮮
食
料
品
の
供

給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

百
養
殖
漁
業
の
振
興

沿
岸
漁
業
が
主
体
の
当
市
に
と
っ

て
栽
培
漁
業
の
充
実
は
沿
岸
漁
業
の

発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
、
昭
和
五
十
年
に
は
県
首
栽
塔

漁
業
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
本
年
十
月
に

は
国
営
栽
培
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
施
設
で
研
究

開
発
さ
れ
、
種
苗
生
産
さ
れ
る
稚
魚
、

稚
員
の
一
部
は
湾
内
外
の
各
地
先
に

放
流
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
ガ
ザ
ミ
、
車
エ
ピ
、

赤
貝
、
ア
ワ
ビ
等
の
放
流
事
業
を
積

極
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
漁
業

者
の
所
得
向
上
に
大
き
な
役
割
り
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

今
後
棺
、な
お
一
そ
う
の
資
源
管
理
型

漁
業
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
、
両
漁
業
セ
ン
タ
ー
の

効
果
的
運
用
に
よ
る
発
展
を
は
か
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

商
業
の
振
興

本
市
の
商
業
は
、
小
規
模
な
商
店

が
多
く
、
経
営
基
盤
の
弱
さ
、
収
益

性
の
低
さ
な
ど
に
問
題
が
あ
り
、
ま

た
多
様
化
す
る
消
費
者
需
要
に
対
す

る
対
応
策
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
良
、
道
路
の

拡
幅
、
共
同
店
舗
の
建
設
等
商
業
近

代
化
事
業
の
推
進
、
協
業
化
、
共
同

化
、
診
断
の
強
化
等
経
営
の
近
代
化
、

政
策
資
金
の
導
入
等
金
融
体
制
の
確

立
、
伝
統
工
芸
品
業
界
や
観
光
業
界

等
関
連
業
界
と
の
提
携
強
化
、
広
域

交
通
体
系
に
伴
う
流
通
機
構
の
拡
大
、

近
隣
都
市
に
お
け
る
商
業
機
能
の
増

大
な
ど
が
商
業
環
境
の
変
化
と
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
業
機
能
を

確
保
す
る
た
め
の
今
後
の
課
題
で
す
。

工

業

の

振

興

本
市
の
工
業
は
、
電
気
機
械
器
呉

が
製
造
品
出
荷
額
、
従
業
員
数
と
も

に
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
企
業

数
は
従
業
員
二
十
人
以
下
の
企
業
が

全
体
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
強
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
中
小
企
業
は
資
本
力
、
技

術
力
が
弱
く
、
生
産
性
も
低
い
こ
と

な
ど
か
ら
設
備
の
近
代
化
、
企
業
の

体
質
改
善
と
協
業
化
等
中
小
企
業
の

高
度
化
、
政
策
資
金
の
導
入
等
金
融

体
制
の
確
立
、
新
規
煮
材
、
製
品
の

開
発
等
技
術
開
発
の
促
進
が
必
要
で

あ
り
ま
す
し
、
伝
統
工
芸
産
業
に
つ

い
て
も
独
自
の
要
策
を
生
か
し
つ
つ

生
産
の
拡
大
が
可
能
と
な
る
よ
う
な

体
質
改
善
と
後
継
者
青
成
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
既
設
産
業
育
成
に
力

を
注
ぐ
と
と
も
に
特
色
あ
る
企
業
の

誘
致
に
努
力
し
、
新
規
学
卒
者
を
合

め
た
者
年
労
働
力
の
市
内
定
着
を
は
か

る
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
の
振
興

本
市
に
は
き
れ
い
な
海
、
由
緒

あ
る
社
寺
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
す

ぐ
れ
た
観
光
資
源
と
京
阪
神
、
中
京

の
大
都
市
園
に
近
い
と
い
う
大
き
な

利
点
を
有
し
て
い
ま
す
が
観
光
ル
ー

ト
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
不
備

が
あ
る
も
の
の
現
在
は
夏
季
観
光
か

ら
四
季
観
光
に
移
行
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

今
後
は
、
四
季
型
観
光
を
目
ざ
し

た
広
域
観
光
拠
点
と
し
て
の
施
設
整

備
、
観
光
レ
ク
リ
ュ
ー
シ
ヨ
ン
ル
ー

ト
の
開
発
、
観
光
案
内
の
充
実
、
観

光
資
源
の
保
護
、
修
学
旅
行
団
の
誘

致
、
さ
ら
に
他
産
業
と
の
提
携
強
化

推
進
な
ど
を
は
か
る
こ
と
が
課
題
で

す
。

生
活
環
境
の
整
備

よ
り
よ
い
市
民
生
活
の
向
上
を
は
か

る
上
か
ら
生
活
環
境
の
整
備
充
実
は

き
わ
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
り
ま
す
。

意
ま
れ
た
自
然
環
境
を
保
持
し

管
き
ま
の
快
通
な
暮
ら
し
の
実
現
に

つ
と
め
る
た
め
適
正
な
土
地
利
用
と

環
境
保
全
、
将
来
の
多
様
化
す
る
究

通
需
要
へ
の
対
応
、
情
報
化
社
会
の

進
展
に
対
応
す
る
通
信
網
の
整
備
、

市
街
地
の
開
発
と
整
備
、
公
園
緑
地

の
整
備
、
農
山
漁
村
地
域
の
住
民
構

成
の
多
様
化
と
生
活
様
式
の
変
化
ヘ

の
対
応
、
本
利
用
と
上
水
道
の
拡
張
、

河
川
、
下
木
道
の
整
備
、
環
境
術
生

の
向
上
、
居
住
環
境
の
改
善
、
央
通

安
全
の
確
保
、
公
害
防
止
対
策
の
推

進
、
防
災
対
策
の
充
実
、
防
犯
環
境

の
整
備
な
ど
に
一
そ
う
の
努
力
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

医
療
施
捜
の
充
表

明
る
い
福
祉
健
康
都
市
づ
く
り
に

は
保
健
医
療
の
整
備
充
実
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
公
立
小
浜
病

院
を
中
心
に
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
著

狭
分
院
の
併
設
、
二
次
救
急
医
療
体

制
及
び
休
Ｈ
診
療
在
宅
当
番
医
制
度

等
各
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
医
療

体
制
が
充
実
〓
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
医
療
以
外
の
保
健
行
政
で

は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し

て
地
区
組
織
の
協
力
の
も
と
乳
幼
児

検
診
、
予
防
接
種
、
成
人
病
検
診
、

相
談
訪
間
指
導
等
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
老
人
保
健
法
に
基
づ

き
、
健
康
教
育
、
相
談
、
検
静
、
指

導
等
の
体
制
の
充
実
と
総
合
的
な
医

療
機
関
で
あ
る
公
立
小
浜
病
院
の
内

容

整

備

が

課

題

で
あ

り

ま

す

。

教

育

機

関

の

充

実

小

中

学

校

、

公

民

館

建

設

等

教

育

施

設

の
整

備

は

終

了

し

て

お

り

、

こ

れ

か

ら

は

二
十

一
世

紀

の
展

望

を

踏

ま
え
た
教
育

の
中
身

の
充
実

を

は

か

る

こ
と

が

必

要

で
あ

り

ま

す

。

そ

の
た

め

に

は

、

豊
か
な
人
間
性
に

富
ん
だ
著
者
を
社

会
へ
送
り
出
す
こ

と
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
し
た
社
会

教
育
を
充
実
し
豊

か
で
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
基

確
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
文
化
遺

産
を
大
切
に
保
護
す
る
心
を
培
い
、

あ
わ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
振
興

に
力
を
注
ぎ
市
民
一
人

一
人
の
豊
か

な
心
と
健
康
な
体
作
り
の
た
め
の
施

策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

を
人
に
生
き
が
い
を
与
え
る

施
策
の
充
実

近
年
の
社
会
の
発
展
と
変
化
は
老

人
を
取
り
巻
く
環
境
を
著
し
く
複
雑

に
し
、
変
化
さ
せ
老
人
問
題
は
い
ま
や

社
会
的
に
重
要
な
課
題
と
し
て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
況
下
に
あ
っ
て
老

人
の
生
活
安
定
と
生
き
が
い
を
与
え

る
た
め
に
は
老
人
福
祉
法
等
に
基
づ

く
全
国
的
レ
ベ
ル
に
あ
る
諸
施
策
は

も
と
よ
り
本
市
の
老
人
が
も
つ
広
範

か
つ
多
様
化
す
る
要
請
を
も
満
た
す

施
策
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
の
老
人
福
祉
対
策
と
し

て
は
、
老
人
の
健
康
と
医
療
対
策
、

要
援
護
老
人
対
策
、
住
宅
対
策
、
生

き
が
い
対
策
、
所
得
保
障
対
策
、
就

業
奨
励
対
策
、
地
域
福
祉
対
策
等
を

行
政
は
も
と
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
の

理
解
と
協
力
を
得
て
必
要
性
、
緊
急

性
を
見
き
わ
め
な
が
ら
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
推
進
を
は
か
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

懸
桑
事
項
と


